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　 も し 、 マ グ ネ シ ウ ム 組 成 物 （ ３ ） 溶 液 の 体 積 が 、 担 体 物 質 の 孔 体 積 の 約 ２ 倍 で あ る な ら
、 溶 液 と し て の 上 記 マ グ ネ シ ウ ム 組 成 物 の 良 好 な 析 出 が 達 成 さ れ る 。 も し 、 炭 化 水 素 溶 剤
中 の 該 組 成 物 の 濃 度 が 、 使 用 さ れ た 炭 化 水 素 に 対 し て ５ ～ ６ ０ ％ で あ る な ら 、 そ れ が 達 成
さ れ る 。 担 体 物 質 上 に マ グ ネ シ ウ ム 組 成 物 を 置 く と き 、 そ の 炭 化 水 素 溶 液 が 、 適 用 さ れ る
温 度 に お い て １ ０ ｍ Ｐ ａ ＊ ｓ よ り 小 さ い 粘 度 を 有 し な け れ ば な ら な い 。 マ グ ネ シ ウ ム 錯 体
溶 液 の 粘 度 は 、 例 え ば 、 式 （ ３ ） に お け る 基 の 選 択 、 炭 化 水 素 溶 液 の 濃 度 の 選 択 、 ア
ル キ ル マ グ ネ シ ウ ム と ア ル コ ー ル と の 比 の 選 択 、 又 は い く ら か の 粘 度 低 下 剤 の 使 用 に よ り
調 節 さ れ 得 る 。 チ タ ン 化 合 物 は 、 揮 発 性 炭 化 水 素 を 除 去 す る た め の 触 媒 の 前 も っ て の 乾 燥
を 伴 っ て 又 は 該 乾 燥 を 伴 わ ず に 担 体 物 質 に 添 加 さ れ 得 る 。 所 望 な ら 、 残 存 し て い る 炭 化 水
素 は 、 僅 か な 減 圧 、 高 め ら れ た 温 度 又 は 窒 素 フ ラ ッ シ ュ を 使 用 す る こ と に よ り 除 去 さ れ 得
る 。
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